
建設キャリアアップシステムが今秋の運用を目指し、いよいよこの4月から登録を開始する。
建設技能者の資格、社会保険加入状況、就業履歴などを登録、データベースに蓄積し、処遇改善や
将来を担う若年層の確保・育成に結びつけることで、磨き上げた技能を見える化し、建設業界を変える。
この業界を横断的に網羅する共通インフラについて、各分野からオピニオンを集めた。

建設キャリアア  ップ
システム 始動！

文：槌田波留基

　

建
設
業
界
に
お
け
る
技
能
者
の
技
能
、

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
見
え
る
化
と
、
こ
れ

を
適
正
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
る
処
遇

の
改
善
。
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
の
最
大
の
目
的
は
こ
こ
に
あ
る
。

　

建
設
業
に
携
わ
る
約
三
三
〇
万
人
の

全
技
能
者
が
そ
れ
ぞ
れ
保
有
す
る
資
格
、

就
業
履
歴
、
社
会
保
険
の
加
入
状
況
な

ど
の
情
報
を
シ
ス
テ
ム
に
登
録
。
加
え

て
、
元
請
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
者
の

情
報
を
個
社
ご
と
に
登
録
す
る
。
更
に
、

元
請
が
現
場
ご
と
に
現
場
情
報
も
登
録

す
る
。
技
能
者
の
デ
ー
タ
は
現
場
経
験

を
重
ね
る
ご
と
に
更
新
、
蓄
積
さ
れ
、

希
望
す
れ
ば
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
、
技
能

の
レ
ベ
ル
を
逐
次
対
外
的
に
証
明
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
事
業
者
に
し

て
み
る
と
、
自
社
に
所
属
す
る
技
能
者

の
人
数
、
ス
キ
ル
を
対
外
的
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
に
な
り
、
受
注
機
会
の
拡

大
が
期
待
で
き
る
。

　

登
録
し
た
技
能
者
に
は
固
有
の
Ｉ
Ｄ

が
付
さ
れ
た
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
、
こ

の
Ｉ
Ｄ
で
シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
す
る

こ
と
で
、
情
報
の
閲
覧
が
可
能
と
な
る
。

技
能
者
、事
業
者
の
実
力
を

客
観
的
に
顕
在
化
さ
せ
る

ま
た
、
登
録
し
た
事
業
者
は
、
管
理
Ｉ

Ｄ
を
取
得
し
て
、
シ
ス
テ
ム
に
蓄
積
さ

れ
る
デ
ー
タ
を
一
定
範
囲
で
閲
覧
利
用

で
き
る
。

　

国
土
交
通
省
土
地
・
建
設
産
業
局
建

設
市
場
整
備
課
の
出
口
陽
一
課
長
に
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
目
的

を
伺
っ
た
。「
技
能
者
の
皆
さ
ん
は
ひ

と
つ
の
仕
事
が
終
わ
る
と
次
の
現
場
へ

と
、
移
動
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
資
格
、
能
力
、
就
業
履
歴
を
客

観
的
に
証
明
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。

こ
れ
を
業
界
横
断
的
な
統
一
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
で
し
っ
か
り
と
残
し
、
技
能
者
個

人
の
処
遇
に
反
映
さ
せ
て
い
こ
う
と
い

う
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
シ
ス
テ
ム
で

す
」。

　

今
後
、
高
齢
化
し
た
多
く
の
技
能
者

が
離
職
す
る
時
代
を
迎
え
、
若
い
担
い

手
の
入
職
促
進
、
人
材
確
保
が
大
き
な

課
題
に
な
る
。
こ
の
先
端
的
な
シ
ス
テ

ム
の
運
用
は
、
広
く
一
般
に
向
け
た
建

設
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
改
革
に
も
つ
な
が

る
。「
業
界
の
宝
と
も
言
え
る
人
材
を

し
っ
か
り
と
育
て
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
パ

建
設
業
界
の
宝
で
あ
る

人
材
を
育
て
る

能ある鷹の爪を見える化する 
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ス
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
は
他
業
界
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

る
意
味
一
足
飛
び
に
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
な
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
と
思
い

ま
す
」
と
出
口
課
長
は
話
す
。

　

出
口
課
長
は
個
人
的
な
希
望
と
し
な

が
ら
こ
う
も
語
っ
て
く
れ
た
。「
せ
っ

ス
テ
ム
と
し
て
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
。

ま
ず
は
技
能
者
、
事
業
者
の
登
録
を
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

積
極
的
な
周
知
、
広
報
活
動
が
重
要
に

な
る
。
登
録
申
請
に
は
ど
う
い
っ
た
手

順
、
作
業
が
必
要
に
な
る
の
か
。
そ
も

そ
も
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

と
は
ど
う
い
っ
た
仕
組
み
な
の
か
。
意

義
、
メ
リ
ッ
ト
を
含
め
、
業
界
内
部
に

お
い
て
も
知
れ
渡
っ
て
い
る
と
は
言
い

切
れ
な
い
現
状
が
あ
る
。
そ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
出
口
課
長
は
次
の
よ
う
に

語
る
。「
ま
ず
は
シ
ス
テ
ム
を
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
。
そ
の
た
め
に
国
と
し

て
全
国
の
地
方
整
備
局
な
ど
を
活
用
し

て
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
説
明
会
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
運
営
主
体
で
あ
る
（
一
財
）

建
設
業
振
興
基
金
で
も
チ
ラ
シ
や
解
説

動
画
な
ど
を
制
作
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
ツ
ー
ル
を
最
大
限
活
か
し
て
周
知
の

徹
底
を
図
っ
て
い
き
ま
す
」。

　

し
か
し
、
国
の
取
組
み
に
は
限
界
も

か
く
若
い
技
能
者
が
入
職
し
て
も
、
子

育
て
や
何
ら
か
の
理
由
で
業
界
を
離
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
で

も
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
自
ら
の

経
験
、
履
歴
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
度
身
に
つ
け
た
技
能
を
簡
単
に
証
明

す
る
こ
と
で
、
再
ス
タ
ー
ト
す
る
負
担

感
を
軽
減
で
き
れ
ば
、
再
入
職
の
促
進

に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」。

　

業
界
統
一
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し

て
情
報
が
集
積
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
シ

テ
ム
の
目
的
は
、
見
え
る
化
さ
れ
た
技

能
者
の
能
力
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
そ
の

個
人
に
適
正
な
処
遇
を
還
元
す
る
こ
と

に
あ
る
。
処
遇
と
は
主
に
「
賃
金
」
と

言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
技
能
者

の
賃
金
、
給
与
体
系
は
事
業
者
が
決
め

る
こ
と
で
、
そ
の
判
断
は
個
社
に
委
ね

ら
れ
る
。
個
人
の
技
能
を
定
数
化
す
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
専
門
業
界
ご

と
、
環
境
ご
と
に
重
視
す
る
経
験
、
資

格
も
異
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
出
口

課
長
は
こ
う
説
明
す
る
。「
最
終
的
な

評
価
は
個
社
に
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
が
、
一
定
の
評
価
材
料
を

業
界
ご
と
に
目
安
と
し
て
示
す
こ
と
に

も
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
例
え
ば
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
客
観
的
に
把
握
で
き

る
経
験
（
就
業
日
数
）
と
知
識
・
技
能

（
保
有
資
格
）
を
活
用
し
て
、
大
ま
か
な

レ
ベ
ル
分
け
を
行
い
、
処
遇
改
善
の
土

台
を
つ
く
る
。
そ
れ
も
参
考
に
、
現
場

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
な
ど
も
加
味
し

て
、
各
社
で
具
体
的
に
処
遇
を
決
め
て

い
た
だ
く
こ
と
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま

す
」。

　

国
は
昨
年
か
ら
す
で
に
能
力
評
価
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
会
を
設
立
し
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。
検
討
会
で
は
大

ま
か
な
ス
キ
ー
ム
と
し
て
レ
ベ
ル
を
四

段
階
と
し
、
カ
ー
ド
の
色
分
け
に
も
反

映
さ
せ
る
イ
メ
ー
ジ
が
提
示
さ
れ
た
。

ベ
ー
ス
と
な
る
評
価
の
枠
組
み
は
こ
の

夏
ま
で
に
示
さ
れ
る
予
定
だ
。

あ
る
。
出
口
課
長
は
国
と
業
界
の
協
働

を
強
く
呼
び
か
け
る
。｢

建
設
業
団
体

は
全
国
に
支
部
を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

説
明
会
や
研
修
会
の
開
催
な
ど
の
取
組

み
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

機
会
に
お
声
か
け
い
た
だ
け
れ
ば
、
国

と
し
て
も
で
き
る
だ
け
足
を
運
ん
で
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
シ
ス
テ
ム

に
対
す
る
疑
問
、
質
問
も
投
げ
か
け
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
可
能
な
限
り
丁
寧
に

お
答
え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」。

　

ま
た
、
説
明
会
に
参
加
し
な
く
と
も

概
要
を
理
解
で
き
る
よ
う
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
動
画
な
ど
の
ツ
ー
ル

を
強
化
し
て
い
く
予
定
だ
。
ゼ
ネ
コ
ン

の
み
な
ら
ず
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
住

課
題
は
官
民
一
体
と
な
っ
た
周
知

出口陽一
Yoichi Deguchi

国土交通省 
土地・建設産業局 
建設市場整備課長

宅
業
界
に
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
予
定

だ
と
い
う
。

　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
は
、

建
設
業
界
が
主
体
と
な
っ
て
構
築
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
建
設
業
界
も
国

と
連
携
し
て
周
知
、
広
報
に
注
力
す
る

必
要
が
あ
る
。「
業
界
全
体
で
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

我
々
も
と
も
に
汗
を
か
い
て
い
き
ま

す
」
と
出
口
課
長
は
話
す
。

　

登
録
さ
れ
た
技
能
者
、
事
業
者
の
デ

ー
タ
を
い
か
に
活
用
し
て
い
く
か
。
こ

の
課
題
に
つ
い
て
も
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

デ
ー
タ
を
蓄
え
る

そ
し
て
活
か
す

建設キャリアアップシステムの概要

建設キャリアアップシステム 始動！特集

２. 登録する情報・利用手順
①�技能者、事業者の申請（申請は任意）に基づき、振興基金が以下の情報をシステムに登録

事業者情報

○商号
○所在地
○�建設業許可情報
　�許可番号・許可の有効期
間・建設業の種類

②�元請が現場の開設時に�
以下の情報を登録

○現場名及び住所、元請事業者名
○工事の内容が分かる項目�等

現場情報

③�現場入場時にカードリーダー等で�
カードを読み取る

○現場入場実績
　（日単位）�等

就業履歴

技能者情報
本人情報（住所、氏名、生年月日、性別、国籍）

必須情報
○社会保険加入状況
○建退共手帳の有無�等

推奨情報
○保有資格、研修受講履歴
○健康診断受診歴の有無�等

※上記の申請手続きは、利用者の利便性確保のため、インターネット申請、郵送申請、窓口申請の手法を認める

１. 基本理念・基本方針
　○�技能者の経験が蓄積されるシステムを構築し、評価に応じた処遇改善などの技能者を巡
る環境の改善等を目指す

　○�技能者の本人情報について、その真正性を確認した上で、各種情報を業界統一のルール
で登録・蓄積するシステムとする

　○�簡易で低コストのシステムとする一方、個人情報の適切な保護にも留意する

３. 技能者に交付するカード（キャリアアップカード）
　○�技能者の申請に基づき、運転免許証等で本人確認をした上で交付。
　○�技能者は申請方法に応じた実費（2,500円又は3,500円）を負担し、
有効期間は10年。

　○�将来的には技能者の技能に応じた色分けを検討。当面は登録基幹
技能者をゴールドカードとする。

４. 事業者のシステム利用・情報閲覧の範囲
　○�事業者がシステムを利用する際は、事業者の資本金に応じた登録料や利用の程度に応じ
た利用料の負担が必要。

　○�システム利用料を負担した他の建設事業者は技能者本人及び所属事業者が同意した範囲
内で技能者情報の閲覧が可能。

５. システムの運営主体・普及目標
　○�運営主体は（一財）建設業振興基金。
　○�運用開始後１年で約100万人の登録を目指し、開始後５年を目途に全ての技能者の登録
を目指す。
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一
昨
年
十
二
月
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
運
営
は
（
一
財
）
建

設
業
振
興
基
金
に
委
ね
ら
れ
た
。
振
興

基
金
は
翌
年
か
ら
シ
ス
テ
ム
の
設
計
、

開
発
に
着
手
、
現
在
、
四
月
か
ら
の
登

録
に
向
け
佳
境
を
迎
え
て
い
る
。「
稼

働
に
際
し
て
第
一
に
回
避
す
べ
き
は
シ

ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。
現
在
、
様
々

な
角
度
か
ら
シ
ス
テ
ム
の
検
証
、
精
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
期
待

に
お
応
え
で
き
る
よ
う
急
ピ
ッ
チ
で
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

た
の
は
田
尻
直
人
総
括
研
究
部
長
だ
。

　

引
き
続
き
登
録
の
流
れ
に
つ
い
て
お

話
を
伺
っ
た
。「
技
能
者
、
事
業
者
の
皆

さ
ん
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
郵
送
、

窓
口
の
い
ず
れ
か
で
、
氏
名
、
職
種
、

就
業
履
歴
を
は
じ
め
、
保
有
資
格
や
表

彰
実
績
、
更
に
社
会
保
険
や
労
災
保
険
、

退
職
金
共
済
の
加
入
状
況
を
申
請
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
、
個
々
に
Ｉ

Ｄ
カ
ー
ド
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
発
行
し
、

技
能
者
は
専
用
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で

自
ら
の
ス
キ
ル
を
証
明
で
き
、
い
つ
で

も
確
認
、
更
新
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
事
業
者
も
所
属
す
る
技
能
者

進
む
。今
後
、地
方
や
中
小
事
業
者
、専

門
工
事
業
者
が
携
わ
る
現
場
に
も
広
が

っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
背
景
を

踏
ま
え
、
既
存
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の
連

動
に
よ
る
利
便
性
を
模
索
し
た
い
と
田

尻
部
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。「
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
は
入
退
場
時
に
カ
ー
ド
を
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ
し
て
、
記
録
さ

れ
た
情
報
を
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
に
取
り
込
む
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
す
で
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
情

報
を
活
用
す
れ
ば
、
登
録
・
申
請
の
手

間
を
省
く
こ
と
が
で
き
、
更
に
効
率
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
」。

　

既
存
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
開
発
が
不
可
欠
だ
。

そ
こ
で
課
題
と
な
る
の
が
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
確
保
だ
。
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
自
体
に
は

情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
紛

失
し
た
場
合
で
も
個
人
情
報
が
漏
洩
す

る
こ
と
は
な
い
。
一
方
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
本
体
の
安
全
対
策
は
大
前
提
に
な
る
。

「
開
発
業
者
の
言
葉
を
借
り
る
と
シ
ス

テ
ム
自
体
の
構
造
は
極
端
に
複
雑
な
構

造
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
監
視

体
制
に
も
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
膨
大
な
数
に
な

り
、
こ
れ
を
安
全
か
つ
正
確
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
つ
い
て

の
情
報
を
閲
覧
で
き
、
入
場
中
の
現
場

で
は
工
事
期
間
中
、
元
請
や
上
位
下
請

事
業
者
と
も
情
報
を
共
有
で
き
ま
す
」。

Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
は
当
面
の
間
、
通
常
の
技

能
者
と
登
録
基
幹
技
能
者
向
け
の
二
種

類
で
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
将
来
的
に
は

レ
ベ
ル
に
応
じ
て
色
分
け
さ
れ
た
カ
ー

ド
が
発
行
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

更
に
期
待
さ
れ
る
の
が
、
現
場
管
理

の
効
率
化
だ
。
施
工
体
制
台
帳
や
作
業

員
名
簿
の
作
成
な
ど
、
現
在
は
手
作
業

に
頼
る
書
類
作
成
の
手
間
を
大
幅
に
軽

減
で
き
る
。

　

す
で
に
稼
働
し
て
い
る
民
間
シ
ス
テ

ム
な
ど
と
の
連
携
も
課
題
と
し
て
十
分

視
野
に
入
れ
て
い
る
。
主
に
大
規
模
な

建
設
現
場
で
は
す
で
に
入
退
場
や
労
働

安
全
管
理
に
民
間
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が

建設キャリアアップシステムの利用手順

建設キャリアアップシステム 始動！特集

建設キャリアアップシステムの利用料金

（一財）建設業振興基金、「建設キャリアアップシステム運営協議会�第二回総会�配布資料」（2017年11月7日）を
基に作成。

事業者の利用料金

料金の種類 設定方法 支払い 対象

①事業者登録料 資本金 5年毎 全事業者（個人事業主を含む）※

システム
利用料

②管理者ＩＤ利用料 管理者ＩＤの利用数 毎年 全事業者（個人事業主を含む）

③現場利用料 技能者の就業履歴回数 毎年 元請として現場を登録する事業者

［料金体系］

ID数 料金

1 2,400

②管理者ID利用料（毎年）

※以降、１IDごとに2,400円。

・�管理者IDの取得により、事業
者情報の管理、現場の作成（現
場管理者IDの作成）、技能者情
報の閲覧（常時）、帳票出力（常
時）が可能。

資本金 新規・更新（円）

500万円未満 3,000

500万円以上1,000万円未満 6,000

1,000万円以上2,000万円未満 12,000

2,000万円以上5,000万円未満 24,000

5,000万円以上1億円未満 30,000

1億円以上3億円未満 60,000

3億円以上10億円未満 120,000

10億円以上50億円未満 240,000

50億円以上100億円未満 300,000

100億円以上500億円未満 600,000

500億円以上� 1,200,000

①事業者登録料（５年ごと）

※一人親方は無料。�※消費税（8%）を含む。

システムの普及目標

● 「全ての技能者、事業者の登録と全ての現場での就業履歴の蓄積」を
目指す。

● 具体的には、初年度100万人の技能者登録、5年で全ての技能者、 
事業者の登録を目指す。

田尻直人
Naoto Tajiri

（一財）建設業振興基金 
建設キャリアアップシステム
運営準備室 統括研究部長

技能者の利用料金

【インターネット申請の場合】 　2,500円

【郵送・窓口申請の場合】 　3,500円

・カードの有効期間は10年（Ｅレベルについては3年）

※�Ｅレベル：本人確認書
類未提出者
※�有効期間内にカードの
紛失、破損等があった
場合、発送費を含む実
費相当（約1,000円）で
再発行予定。＝１年当たり250円又は350円

シ
ス
テ
ム
登
録
開
始
！

就業履歴回数 料金

１回 3円

③現場利用料（毎年）

※�現場利用料には、�
現場管理者IDの利用料を含む。

※事業者登録料については、一人親方は無料。

①システムの利用にあたっての登録 ②現場におけるシステムの利用 ③システム利用の効果

技能者 元請事業者 技能者

事業者 技能者 元請事業者・上位下請事業者

［活用例2］
・�複数の現場における技能者の就業状況や
現場状況をシステムで確認（日単位）で
きるようになる。
・�工事完了後であっても、現場の入場実績を
確認できるため、現場のコンプライアンス
やトレーサビリティの確保が期待できる。
・�元請事業者は交付する建退共の証紙の必
要枚数の確認、技能者は手帳への貼付け
状況の確認が容易になる。

●就業実績がシステムに蓄積される

● 技能者本人が現場に入場中 
（工事期間中）は技能者情報が閲覧可能

現場名 発注者 技能者

Ａビル ○×建設 建設次郎

Ｂ道路 ○×建設 建設太郎

Ｃ住宅 ○×建設 建設三郎

● インターネット、郵送、窓口の 
いずれかで申請

● インターネット、郵送、窓口の 
いずれかで申請

●現場開設時に現場情報を登録

● 現場入場時にカードを 
カードリーダーで読み取り

現場名 就業年月 就業日数 立場

Ａビル 2016.06 10日 職長

△△マンション 2016.06 4日 作業責任者

Ｃ住宅 2016.06 8日 作業責任者

合計 22日

（一財）建設業振興基金ホームページ、「建設キャリアアップシステム概要」を基に作成。

インターネット申請の場合、
必要事項をPC等で入力

建設業
振興基金

カード交付

●現場にカードリーダーを用意

建設業
振興基金

インターネット
で申請

建
設
業
振
興
基
金

郵送
で申請

窓口
で申請

さまざまなタイプの
カードリーダーが利用可能

PC接続型 ハンディ型 常設型

送信

Card
Readerカードリーダー

設置

現場名 ○△ビル建設工事
住所 ○県△市□町2丁目
元請名 ○×建設工業
工事内容 商業施設�店舗�新築工事

Card
Reader

ピッ

申
請
内
容
Ｏ
Ｋ

入力・
送信

［活用例1］
・�自身の経歴等が簡易に一覧できるように
なり、更なる技能の研鑽につなげていく
ことができる。
・�再入職する際などに、自身の技能や就業
履歴を証明できる。
・�将来的にシステムに蓄積されたデータを
基に統一的な技能者の能力評価基準や技
能・職歴などに応じたきめ細かな賃金体系
の検討を進める（労務単価への反映も視野）。
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だ
い
た
場
合
な
ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

な
ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
田
尻
部
長
は
説
明
す
る
。

　

広
報
活
動
に
お
い
て
も
更
に
強
力
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
建
設
業
界
団
体

や
専
門
工
事
業
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

あ
る
い
は
現
場
に
近
い
協
力
会
社
と
連

携
し
て
説
明
会
を
開
催
す
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

も
大
き
な
力
と
な
る
。（
一
財
）
建
設
業

振
興
基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
専

用
サ
イ
ト
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
概
要
か

ら
利
用
方
法
ま
で
、
動
画
解
説
も
含
め

あ
ら
ゆ
る
情
報
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
の
周
知
は
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
最
大
限
活
用
し
て
展
開
し
た
い

と
、
田
尻
部
長
は
次
の
よ
う
に
説
明
す

も
厳
格
な
審
査
に
基
づ
い
て
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
技
術
基
準
を
公
表
し
、
連
携
可

能
な
シ
ス
テ
ム
事
業
者
の
認
定
制
度
を

検
討
し
ま
す
」
と
田
尻
部
長
は
話
す
。

　

昨
年
十
一
月
、
官
民
で
つ
く
る
「
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
運
営
協

議
会
」
の
第
二
回
総
会
で
シ
ス
テ
ム
の

料
金
体
系
が
決
ま
っ
た
。「
ユ
ー
ザ
ー

の
立
場
に
立
ち
、
過
度
な
負
担
を
か
け

ぬ
よ
う
、
ま
た
公
平
で
あ
る
こ
と
を
最

大
の
留
意
点
と
し
た
料
金
体
系
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
」
と
田
尻
部
長
は
話
す
。

　

詳
細
は
前
掲
の
通
り
だ
が
、
登
録
に

は
大
別
し
て
二
つ
の
方
法
が
あ
り
、
申

請
費
用
も
異
な
る
。
一
つ
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
た
申
請
、
も
う
一
つ
は

郵
送
・
窓
口
に
よ
る
申
請
だ
。
簡
便
さ

も
考
慮
す
る
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
登
録
が
基
本
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

事
業
者
登
録
料
は
個
人
事
業
主
か
ら

ゼ
ネ
コ
ン
ま
で
、
資
本
金
を
目
安
と
し

て
設
定
。
毎
年
の
シ
ス
テ
ム
利
用
料
と

し
て
は
、
全
て
の
事
業
者
が
払
う
管
理

者
Ｉ
Ｄ
利
用
料
と
、
現
場
管
理
業
務
の

効
率
化
と
い
う
観
点
か
ら
、
現
場
を
登

録
す
る
元
請
事
業
者
が
負
担
す
る
現
場

利
用
料
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
カ
ー
ド

の
有
効
期
限
は
主
に
一
〇
年
、
事
業
者

登
録
は
五
年
ご
と
に
更
新
す
る
必
要
が

あ
る
。「
少
し
で
も
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
例
え
ば
早
め
に
登
録
し
て
い
た

る
。「
説
明
会
場
に
足
を
運
ば
な
く
て

も
あ
る
程
度
の
情
報
は
お
伝
え
で
き
る

よ
う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。
ｅ
─ラ
ー
ニ
ン
グ
を
想
定
し

た
動
画
な
ど
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

申
請
手
順
、
現
場
で
の
活
用
方
法
、
蓄

積
さ
れ
た
情
報
の
閲
覧
イ
メ
ー
ジ
な
ど

を
疑
似
的
に
体
験
、
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
す
」。

　

更
に
所
属
事
業
者
や
上
位
事
業
者
に

よ
る
申
請
の
代
行
も
働
き
か
け
て
い
く
。

技
能
者
個
人
に
と
っ
て
、
申
請
手
続
き

は
少
な
か
ら
ず
手
間
が
か
か
る
こ
と
に

な
る
。
田
尻
部
長
は
そ
う
し
た
負
荷
を

極
力
低
減
し
た
い
と
こ
う
話
す
。「
事

業
者
の
皆
さ
ん
に
代
行
申
請
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
技
能
者
個
人
が

登
録
す
る
際
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
い

き
た
い
。
事
業
者
の
登
録
も
前
提
に
な

り
ま
す
か
ら
、
そ
う
し
た
呼
び
か
け
が

シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の
意
義
、
必
要
性

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
も
な
る
と
思
う
ん
で
す
」。

　

四
月
か
ら
の
登
録
開
始
に
向
け
て
シ

ス
テ
ム
は
総
仕
上
げ
の
段
階
だ
。
更
に

そ
の
先
、
今
秋
の
本
格
運
用
を
も
見
据

え
開
発
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

建設キャリアアップシステム 始動！特集

　

日
建
連
は
二
〇
一
五
年
六
月
に
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
推
進
本
部

（
旧
就
労
履
歴
管
理
シ
ス
テ
ム
推
進
本

部
）
を
立
ち
上
げ
、
シ
ス
テ
ム
の
制
度

設
計
に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
を
重
ね
て

き
た
。
そ
も
そ
も
、
会
員
企
業
の
間
で

は
、
同
推
進
本
部
設
立
以
前
よ
り
、
技

能
者
の
持
つ
ス
キ
ル
の
見
え
る
化
と
適

切
な
処
遇
、
若
年
層
の
担
い
手
確
保
等

へ
の
対
応
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
構
築
の

必
要
性
・
重
要
性
は
差
し
迫
っ
た
課
題

で
あ
る
と
の
共
通
認
識
が
あ
っ
た
。

　

シ
ス
テ
ム
の
運
営
主
体
が
（
一
財
）

建
設
業
振
興
基
金
に
決
定
し
た
こ
と
を

受
け
、
日
建
連
は
、
振
興
基
金
に
対
し

て
、
開
発
費
と
し
て
五
億
円
を
拠
出
す

る
こ
と
と
併
せ
、
建
設
業
界
が
保
有
す

る
知
見
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
た
め

に
、
会
員
企
業
と
共
に
人
員
も
派
遣
し

て
い
る
。

　

そ
し
て
、
昨
年
末
、
日
建
連
は
「
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
普

及
・
推
進
に
関
す
る
推
進
方
策
」
を
策

定
、
公
表
し
た
。
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
国
土
交
通
省
が
主
導
す
る
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
運
営
協
議
会

が
掲
げ
る
「
初
年
度
で
一
〇
〇
万
人
の

技
能
者
登
録
、
五
年
で
全
て
の
技
能
者
、

事
業
者
の
登
録
」
と
い
う
目
標
を
更
に

明
確
に
力
強
く
推
し
進
め
る
道
筋
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

は
「
五
年
以
内
に
会
員
企
業
の
全
現
場

に
お
け
る
現
場
登
録
の
完
了
、
登
録
現

場
に
入
場
す
る
全
て
の
技
能
者
、
事
業

者
の
シ
ス
テ
ム
登
録
完
了
」
と
す
る
目

標
を
設
定
し
て
い
る
。

　

現
時
点
で
シ
ス
テ
ム
が
抱
え
る
最
大

の
課
題
は
、
周
知
と
登
録
促
進
だ
。
シ

ス
テ
ム
を
実
効
性
の
あ
る
イ
ン
フ
ラ
に

す
る
た
め
に
は
、
技
能
者
と
専
門
工
事

業
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
、
建
設
業
界
を
牽
引
す
る
日
建

連
の
役
割
は
大
き
い
。
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
推
進
本
部
の
村
田
誉

之
本
部
長
は
意
気
込
み
を
語
る
。「
シ

ス
テ
ム
の
普
及
に
は
日
建
連
が
本
腰
を

入
れ
て
各
方
面
に
啓
発
し
て
い
く
こ
と

が
絶
対
条
件
で
あ
る
。
登
録
が
開
始
さ

れ
る
本
年
四
月
か
ら
二
〇
二
三
年
三
月

ま
で
の
五
年
間
を
、
前
期
・
中
期
・
後

期
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
で
シ

ス
テ
ム
登
録
の
数
値
目
標
を
設
定
し
た
。

後
期
終
了
時
に
は
シ
ス
テ
ム
利
用
に
必

建
設
業
界
の
決
意
を
示
す

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

村田誉之
Yoshiyuki Murata

日本建設業連合会 
建設キャリアアップシステム
推進本部長

建設キャリアアップシステムのデータベースが整備され、料金体系も策定された。
日建連はシステムの普及・推進に向けたロードマップを策定し、２０２３年３月までに全現場の現場登録と
全技能者・全事業者のシステム登録を完了させる目標を掲げ、いよいよ本格的に動き出す。
日建連が建設業界のエンジンとして果たす役割は大きい。

建設技能者の
リスペクトに導くロードマップ

2月2日、鉄鋼会館で行われた建設キャリアアップシステム説明会には約300名が参加した。

建設キャリアアップシステム
シンボルマーク

【作者のコメント】
建 設 の「Construction=C」と キ ャ リ ア の
「Career=C」の文字を基調に安全ヘルメットを
かぶって、建設業の未来を見つめ担う男女の横
顔で赤は太陽、緑は大地で国の土台作りを担う
元気な建設業を明快にイメージしました。

システム概要チラシ

キャリアアップカードイメージ

ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
に
立
っ
た

料
金
体
系

2018年1月25日現在
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を
定
期
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、
進

捗
状
況
を
調
査
・
集
約
し
た
う
え
で
会

員
企
業
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

　

シ
ス
テ
ム
登
録
を
後
押
し
す
る
施
策

も
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　

本
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
全
国

九
ブ
ロ
ッ
ク
で
会
員
企
業
を
対
象
と
し

た
説
明
会
を
開
催
し
、
シ
ス
テ
ム
利
用

の
メ
リ
ッ
ト
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
内
容
、

登
録
手
順
な
ど
を
直
接
解
説
す
る
機
会

を
設
け
て
い
る
。
四
月
以
降
も
引
き
続

き
、
同
様
の
周
知
活
動
を
展
開
し
て
い

く
予
定
だ
。

　

更
に
、
全
国
の
支
部
に
相
談
窓
口
を

設
置
し
、（
一
財
）
建
設
業
振
興
基
金
の

委
託
を
受
け
、
支
部
会
員
だ
け
で
は
な

く
、
各
支
部
の
管
轄
区
域
に
属
す
る
建

設
業
者
や
技
能
者
か
ら
の
相
談
に
対
応

す
る
な
ど
、
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
整
備
す
る
。

　

代
行
申
請
制
度
の
活
用
も
そ
の
一
つ

だ
。
事
業
者
、
技
能
者
に
よ
る
事
前
の

同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、
事
業
者
に
つ
い

て
は
元
請
企
業
や
協
力
会
社
が
、
技
能

者
に
つ
い
て
は
所
属
企
業
や
そ
の
取
引

先
で
あ
る
協
力
会
社
な
ど
が
登
録
申
請

を
代
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
村
田
本

部
長
は
代
行
申
請
を
積
極
的
に
促
進
し

て
い
き
た
い
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
話

す
。「
代
行
申
請
の
活
用
を
広
く
浸
透

さ
せ
る
こ
と
で
、
登
録
手
続
き
へ
の
負

要
な
カ
ー
ド
を
保
有
し
て
い
な
い
技
能

者
の
登
録
現
場
へ
の
入
場
を
原
則
と
し

て
認
め
な
い
と
の
強
い
覚
悟
を
持
っ
て

登
録
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
」。
ま

ず
は
、
全
会
員
企
業
が
足
並
み
を
揃
え

て
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
業
界
の
模

範
と
な
る
取
組
み
を
展
開
す
る
。
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
は
そ
の
強
い
決
意
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

　

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、本
年
四
月
か
ら
来

年
九
月
ま
で
の
前
期
に
お
い
て
五
〇
万

人
の
技
能
者
登
録
を
目
指
す
。
現
場
登

録
は
、
会
員
企
業
全
体
の
売
上
高
に
対

し
て
登
録
現
場
の
売
上
高
の
合
計
が
占

め
る
割
合
（
現
場
登
録
率
）
を
六
〇
％

以
上
、
事
業
者
登
録
は
、
会
員
企
業
の

協
力
会
社
と
登
録
現
場
に
入
場
す
る
一

次
業
者
の
登
録
率
を
九
〇
％
、
二
次
業

者
以
下
は
八
〇
％
以
上
と
す
る
目
標
を

設
定
し
て
い
る
。
以
降
、
中
期
、
後
期

と
取
組
み
を
継
続
し
、
二
〇
二
三
年
三

月
ま
で
に
会
員
企
業
の
全
現
場
の
登
録

と
そ
の
登
録
現
場
に
従
事
す
る
全
事
業

者
、
全
技
能
者
の
登
録
を
完
了
す
る
方

針
だ
。

　

会
員
企
業
は
本
年
六
月
ま
で
に
日
建

連
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
踏
ま
え
た
各
社

ご
と
の
実
行
計
画
と
目
標
を
策
定
す
る
。

ま
た
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
推
進
本
部
に
お
い
て
各
社
の
取
組
み

担
感
を
少
し
で
も
軽
減
し
た
い
。
説
明

会
や
相
談
窓
口
で
も
そ
の
効
果
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

各
社
の
既
存
シ
ス
テ
ム
に
蓄
積
さ
れ
て

い
る
デ
ー
タ
を
有
効
に
利
用
で
き
る
よ

う
連
携
を
求
め
る
な
ど
、
関
係
各
社
の

ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
必
要
な
協
力
を

要
請
し
て
い
く
」。

　

そ
の
他
、
公
共
事
業
に
お
け
る
シ
ス

テ
ム
利
用
の
強
化
を
図
る
た
め
、
経
営

事
項
審
査
時
に
シ
ス
テ
ム
利
用
状
況
に

関
す
る
加
点
評
価
を
行
う
な
ど
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
導
入
に
向
け
た
働
き

か
け
も
行
う
。
こ
う
し
た
多
様
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
、
シ
ス
テ
ム
の
普
及
を
着
実

に
進
め
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
。

　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
は

料
金
体
系
も
確
定
し
、
本
年
四
月
よ
り

シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
先
駆
け
て
技
能
者

お
よ
び
事
業
者
の
登
録
手
続
き
が
開
始

さ
れ
る
。
村
田
本
部
長
も
「
建
設
業
界

の
み
な
ら
ず
他
産
業
に
な
い
こ
の
壮
大

な
取
組
み
を
、
現
実
感
を
持
っ
て
前
進

さ
せ
る
と
き
だ
。
最
初
は
戸
惑
い
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
技
能
者
、

事
業
者
が
正
当
に
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
シ
ス
テ
ム
は
、
建
設
業
界

の
未
来
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
日
建
連
と
し
て
も
、
会
員
企

業
一
丸
と
な
っ
て
、
協
力
会
社
組
織
な

ど
と
連
携
し
、
業
界
初
と
な
る
画
期
的

な
制
度
イ
ン
フ
ラ
を
先
導
的
に
構
築
、

運
用
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
る
」
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
。

二
〇
二
三
年
ま
で
に

登
録
完
了
を
目
指
す

普
及
・
推
進
を

後
押
し
す
る
施
策

目標と工程表（ロードマップ）

前期（1年半）
2018年4月から2019年9月

（現場登録は2018年10月から）

中期（1年半）
2019年10月から2021年3月

後期（2年）
2021年4月から2023年3月

事
業
者
登
録

・自社の事業者登録は２０１８年４月以降速や
かに実施
・各社の協力会社及び登録現場の一次下請
会社の事業者登録率９０％
・二次下請以下の会社も含め、登録現場にお
ける事業者登録率８０％以上

現場に入場するすべての事業者の登録完了 同左

技
能
者
登
録

・５０万人登録
・登録現場におけるカード保有率６０％以上

・７０万人登録
・登録現場におけるカード保有率８０％以上

登録現場においてはカードを保有しない技能
者の入場を認めないことを目指す

現
場
登
録�

現場登録率（※）６０％以上
（※）会員企業全体の売上高に占める登録さ

れた現場の売上高の合計の割合

現場登録率
８０％以上

現場登録率
１００％

☆このロードマップを参考に各社ごとに実行計画を策定することとされている。

建設キャリアアップシステム 始動！特集

登録開始５年後の2023年3月までに、会員企業のすべての現場において現場登録を行い、登
録した現場に入場するすべての事業者、技能者がCCUSに登録していることを目標とする。
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き
方
改
革
も
加
速
す
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

更
に
重
要
な
こ
と
は
、
専
門
工
事
業

者
の
評
価
で
す
。
昨
年
国
土
交
通
省
で

取
り
ま
と
め
た
「
建
設
産
業
政
策

２に
ぃ
ま
る
い
ち
な
な
プ
ラ
ス
テ
ン

０
１
７
＋
■
」
で
も
、
評
価
制
度
構

築
の
必
要
性
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

会
社
が
評
価
さ
れ
、
受
注
に
結
び
つ
く

状
況
を
つ
く
ら
な
い
と
、
技
能
者
の
処

遇
改
善
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
の
評
価
は
何
を
基
準
と
し
た
も
の
な

の
か
が
課
題
に
な
る
。
一
つ
の
目
安
は
、

優
秀
な
技
能
者
を
ど
れ
だ
け
抱
え
て
い

る
か
。
そ
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
発
注
者
は
、
応

札
す
る
元
請
企
業
が
、
ど
の
よ
う
な
実

績
、
実
力
を
持
っ
た
専
門
工
事
業
者
と

組
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
登
録
し
て

い
る
技
能
者
が
シ
ス
テ
ム
の
ど
の
レ
ベ

ル
に
達
し
て
い
る
の
か
を
考
慮
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で

踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
シ
ス
テ

ム
の
意
義
は
飛
躍
的
に
高
ま
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に

真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
が
受

注
を
増
や
す
、
そ
う
し
た
競
争
環
境
を

構
築
で
き
れ
ば
、
そ
の
会
社
に
人
が
集

ま
り
ま
す
。
安
値
受
注
で
処
遇
が
悪
く

な
り
若
い
人
が
離
職
す
る
と
い
う
悪
循

環
を
断
つ
こ
と
も
で
き
る
。
高
品
質
の

施
工
を
担
保
す
る
た
め
に
は
賃
金
も
当

然
か
か
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
も
理
解
を
促
し
て
い
き
た
い
。
国
の

お
墨
付
き
が
も
ら
え
れ
ば
カ
ー
ド
自
体

の
重
み
も
違
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
社

会
保
険
の
加
入
促
進
、
書
類
申
請
な
ど

の
負
担
軽
減
に
加
え
、
企
業
が
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
取
り
組
む

こ
と
に
対
す
る
支
援
、
適
正
な
評
価
の

あ
り
方
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
険
も
未
加
入
者
は
入
札
や
現

場
入
場
も
認
め
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
厳
格
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
規

則
が
常
識
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
も
こ
れ

と
同
等
の
方
針
を
打
ち
出
す
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
血
の
通
っ
た

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ

う
。
運
転
免
許
証
の
よ
う
に
更
新
時
に

は
通
知
が
来
る
の
か
。
新
た
に
資
格
を

取
得
し
た
ら
、
即
座
に
自
己
認
証
に
反

映
さ
れ
る
の
か
。
従
来
、
人
が
人
を
管

理
、
評
価
す
る
と
い
っ
た
大
切
な
仕
事

の
一
部
を
委
ね
る
わ
け
で
す
か
ら
、
き

め
細
や
か
な
シ
ス
テ
ム
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

棚
か
ら
落
ち
て
く
る
ボ
タ
餅
を
待
っ

て
い
て
も
建
設
業
界
は
良
く
な
ら
な
い
。

も
は
や
そ
う
い
う
時
代
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
我
々
自
身
が
棚
に
ボ
タ
餅
を
載
せ

に
い
く
く
ら
い
の
気
概
を
持
と
う
と
。

建
設
業
界
が
変
わ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

国
も
業
界
も
連
携
し
な
が
ら
本
気
に
な

っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
強
く
思

っ
て
い
ま
す
。

棚
に
ボ
タ
餅
を
載
せ
に
い
く

建設キャリアアップシステム 始動！特集

　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の

普
及
に
つ
い
て
は
、
ゼ
ネ
コ
ン
に
追
従

す
る
の
で
は
な
く
、
我
々
の
存
命
に
関

わ
る
重
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て
捉
え
、
専

門
工
事
業
者
と
し
て
主
体
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

五
年
前
の
総
会
決
議
で
は
、
適
正
価
格

に
よ
る
受
発
注
、
登
録
基
幹
技
能
者
の

地
位
向
上
、
若
手
技
能
者
の
確
保
・
育

成
な
ど
を
明
記
し
、
若
者
が
希
望
を
持

っ
て
入
職
で
き
る
環
境
整
備
、
健
全
な

建
設
産
業
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
の
趣
旨
は
建
専
連
の
こ
う
し
た
理
念

に
合
致
す
る
。
今
後
、
研
修
会
な
ど
で

周
知
を
行
っ
て
い
き
、
五
月
の
定
時
総

会
で
採
択
す
る
新
た
な
決
議
に
も
反
映

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
年
代
だ
と
思
い
ま
す
が
、

建
設
労
働
手
帳
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま

し
た
。
手
帳
に
は
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
働

い
て
い
る
人
た
ち
の
職
歴
、
資
格
、
健

康
診
断
結
果
な
ど
を
明
記
し
て
、
安
全

衛
生
の
徹
底
、
雇
用
の
安
定
化
を
図
り
、

優
れ
た
技
能
者
を
集
め
よ
う
と
す
る
試

み
で
す
。
そ
の
頃
か
ら
労
働
者
の
数
も

減
少
傾
向
で
、
現
在
と
同
様
の
状
況
、

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
周
知

が
不
十
分
で
、
病
歴
記
載
な
ど
が
就
労

認
可
の
妨
げ
に
な
る
と
い
う
風
評
も
あ

り
、
本
格
的
な
運
用
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
同
じ
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う
、
メ
リ

ッ
ト
を
は
っ
き
り
と
打
ち
出
し
、
技
能

者
に
希
望
を
与
え
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
労
働
者
も
声

を
上
げ
や
す
く
な
り
、
建
専
連
が
目
指

し
て
き
た
技
能
者
の
直
用
、
月
給
制
の

普
及
、
更
に
は
週
休
二
日
と
い
っ
た
働

才賀清二郎
Seijiro Saiga

（一社）
建設産業専門団体連合会 
会長

建設キャリアアップシステムの課題と可能性について、実際にシステムを活用する現場からの声を聞いた。
職別工事業、設備等工事業及び建設関連団体である（一社）建設産業専門団体連合会（建専連）と、
建設従事者・職人を中心とする産業別労働組合の全国建設労働組合総連合（全建総連）、
通底するのは担い手確保・育成と、建設業界の処遇とイメージの改善への期待。
そして、このシステム構築に向けた力強い意気込みだ。 

建設業界が変わるチャンス。
今こそ全力で取り組む。

本
気
で
取
り
組
む
事
業
者
に
、

適
正
な
評
価
を
。

専
門
工
事
業
者
の
適
正
な
評
価
を

10
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の
現
場
で
は
施
工
会
社
が
無
く
な
っ
て

し
ま
え
ば
、
技
能
者
の
記
録
も
消
え
て

し
ま
う
。
流
動
性
、
分
散
性
が
高
い
戸

建
や
地
場
の
現
場
で
こ
そ
革
新
的
な
シ

ス
テ
ム
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

技
能
者
の
生
活
は
決
し
て
楽
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
若
手
の
中
に
は
一
六
歳
で

一
人
親
方
に
な
る
者
も
い
ま
す
。
将
来

を
見
据
え
、
年
金
や
社
会
保
険
が
整
備

さ
れ
た
就
業
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
も

個
人
の
履
歴
を
残
す
こ
と
は
必
須
で
す
。

少
し
前
ま
で
は
「
材
工
」
と
し
て
資
材

と
同
様
に
扱
わ
れ
て
き
た
技
能
者
の
地

位
が
大
き
く
変
わ
る
。
自
立
し
た
若
い

技
能
者
の
継
続
的
な
育
成
を
実
現
す
る

シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

事
実
、
若
手
か
ら
の
期
待
感
は
大
き

い
。
大
工
は
一
〇
代
二
〇
代
で
減
少
傾

向
に
あ
り
、
三
年
で
半
数
が
離
職
す
る

と
い
う
状
況
も
深
刻
で
す
。
し
か
し
彼

ら
は
、
も
の
づ
く
り
の
面
白
さ
、
意
義

を
直
感
的
に
認
識
し
て
い
ま
す
。
最
新

技
術
や
Ｉ
Ｔ
に
も
長
け
て
い
る
。
自
分

を
売
り
込
め
る
大
き
な
機
会
と
し
て
期

待
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
す
れ
ば

働
き
方
改
革
、
週
休
二
日
の
実
現
を
促

し
、
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
も
変
わ
り
ま
す
。

働
き
方
が
変
わ
り
、
他
の
仲
間
と
一
緒

に
休
み
が
取
れ
る
。
現
場
に
若
手
が
増

え
て
孤
立
感
が
払
拭
さ
れ
れ
ば
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
は
更
に
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
業
界
で
は
リ
ピ
ー

ト
率
が
一
五
％
程
度
に
止
ま
っ
て
い
ま

す
。
組
合
員
は
し
っ
か
り
と
し
た
仕
事

を
し
て
い
ま
す
が
、
全
体
で
見
れ
ば
お

客
様
に
対
し
て
適
切
な
対
応
を
し
て
い

な
い
と
い
う
反
省
が
あ
り
、
シ
ス
テ
ム

が
高
度
化
す
れ
ば
、
カ
ー
ド
を
提
示
す

る
こ
と
で
自
分
の
所
属
や
専
門
分
野
を

お
客
様
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。
し
っ
か
り

し
た
会
社
、
業
界
な
の
だ
と
イ
メ
ー
ジ

も
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
技
術
を

身
に
つ
け
た
個
人
と
し
て
の
責
任
感
も

大
き
く
な
る
。
そ
う
し
た
意
識
は
技
能

者
に
と
っ
て
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の

周
知
、
理
解
促
進
に
つ
い
て
、
本
部
や

地
方
の
役
員
レ
ベ
ル
に
は
そ
の
意
義
は

理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
ど
う
組
合

員
個
人
レ
ベ
ル
ま
で
浸
透
さ
せ
る
か
が

大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
全
建
総
連
は
主

と
し
て
住
宅
建
設
に
携
わ
る
労
働
者
、

技
能
者
の
個
人
加
盟
で
、
一
人
親
方
や

個
人
事
業
主
も
多
く
抱
え
て
い
る
た
め
、

上
意
下
達
と
い
う
よ
り
水
平
展
開
で
意

思
統
一
を
図
る
こ
と
が
基
本
方
針
に
な

現
場
環
境
に

則
し
た
シ
ス
テ
ム
に

り
ま
す
。
地
域
に
暮
ら
す
組
合
員
た
ち

が
集
ま
っ
て
会
議
を
す
る
最
小
単
位
の

分
会
、
班
を
活
用
し
て
浸
透
を
図
っ
て

い
き
た
い
。
組
合
員
は
真
面
目
に
取
り

組
ん
で
い
て
、
長
年
続
い
て
い
る
組
織

だ
か
ら
結
束
も
堅
い
。
そ
う
し
た
会
合

で
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
を
訴
え
る
こ
と

が
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
の
場
合
は
大
規
模
な
現
場
と
は

異
な
り
、
監
督
が
常
駐
し
て
い
な
い
現

場
も
多
く
あ
り
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の

設
置
が
難
し
い
状
況
も
あ
る
。（
一
社
）

就
労
履
歴
登
録
機
構
と
連
携
し
て
町
場

の
現
場
で
ど
う
い
っ
た
仕
組
み
が
ふ
さ

わ
し
い
の
か
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ

た
入
退
場
管
理
な
ど
の
実
証
事
業
を
行

い
ま
し
た
。
概
ね
好
評
で
、
履
歴
ま
で

送
信
で
き
れ
ば
利
便
性
が
高
ま
る
。
業

態
、
就
業
環
境
に
適
し
た
シ
ス
テ
ム
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
と
業
界
で
改
革
を
一
体
的
に
進
め

て
い
か
な
い
と
日
本
の
建
設
業
は
維
持

で
き
ま
せ
ん
。
全
建
総
連
が
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
参
加
で
き
た
の
も

日
建
連
か
ら
呼
び
か
け
を
い
た
だ
い
た

か
ら
こ
そ
。
引
き
返
す
こ
と
な
く
前
に

進
む
。
チ
ャ
ン
ス
は
今
し
か
な
い
と
い

う
気
概
を
持
っ
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

型
枠
大
工

と
び
職

鉄
筋
作
業
従
事
者

大
工

ブ
ロ
ッ
ク
積
み
・

タ
イ
ル
張
り
従
事
者

左
官

配
管

土
木
従
事
者

そ
の
他
の
建
設
・

土
木
従
事
者

電
気
工
事
従
事
者

　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
は
必

要
不
可
欠
な
仕
組
み
で
す
。
ハ
ー
ド
ル

は
高
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を

成
功
さ
せ
な
い
と
今
後
の
日
本
の
建
設

業
は
成
り
立
た
な
い
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

個
人
の
技
能
が
認
証
、
担
保
さ
れ
て

履
歴
と
し
て
残
す
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
は
こ
れ
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

他
産
業
よ
り
優
れ
た
環
境
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば
、
若
い
人
が
建
設
業
に
入
職
し

て
く
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
は
っ
き
り

し
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
界
は
あ
る
意
味
、
労
働
力
売

買
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

本
人
の
能
力
が
認
証
さ
れ
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
賃
金
、
契
約
条
件
を
提
示
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
理
想
的
。
特
に
戸
建

田口正俊
Masatoshi Taguchi

全国建設労働組合総連合 
書記次長

 「
材
工
」か
ら
脱
却
し
て
、

プ
ラ
イ
ド
を
育
む
。

10代、20代の職種別技能者数の2010年との比較

10代の職種別技能者数
（人）
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20代の職種別技能者数
（人）
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全国建設労働組合総連合、「2015年国勢調査結果について（抽出詳細集計・大工）」を基に作成。

型
枠
大
工

と
び
職

鉄
筋
作
業
従
事
者

大
工

ブ
ロ
ッ
ク
積
み
・

タ
イ
ル
張
り
従
事
者

左
官

配
管

土
木
従
事
者

そ
の
他
の
建
設
・

土
木
従
事
者

電
気
工
事
従
事
者

全体的に10代で増加、20代で減少傾向

■�2010年
■�2015年

■�2010年
■�2015年

10代で職種単体では、
とび、大工、配管の順。 20代で職種単体では、

とび、配管、大工の順。

技
能
者
の
地
位
が
変
わ
る

建設キャリアアップシステム 始動！特集
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